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・実施の際は、政府や自治体が発信している新型コロナ感染症の最新情報、学校の方針を踏まえてください 
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実施上の留意点 
・会話が感染のハイリスクな状況では実施できない。それ以外の場合でも実施可能かを十分に検

討し，実施する場合は学校や地域の感染症対策も踏まえること。 

・部屋は十分な換気を行い，教員も生徒もマスクを付ける。 
・机と机の間隔を空けたまま，基本的に対面せず顔を少し相手のほうに向けて行う。 
・ねらいや指示，意識させたいソーシャルスキルをスライドや板書で提示するなど，声を出さな

くてもテンポよく進行できるための工夫を講じる。 
・４人班を作るときは，距離をとるため，真ん中に机を置き，周りに机を配置する（下図参照）。 
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